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《構内事故・バック事故をなくしましょう》
出発時 ぐるりとトラック ひと回り

・運転席に乗る前に、自車を視る ユニック格納忘れ等を防ぐ
・構内での運転中も周囲をよく視る わき見や考え事は見落としを増やす
・トラック後方は死角 事前に目視確認で、どこに何があるのか把握を

《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

・トラックの運転視界は車間距離を錯覚させる 常に車間距離を意識的に長めにとる
・発進時に追突する事故が多い アンダーミラーの確認含め、安全確認後に発進する
・わき見運転・漫然運転での追突は被害甚大 小まめに休憩をとり、集中力を切らさない

発進時 目の前の･･･車、自転車、バイク、歩行者を、見落とさない

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

道路わきの・・・自転車、歩行者に注意しましょう

右折、左折時の確認を確実に行いましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

日没前後の「薄暮時間帯」は注意 歩行者を見落とさないように気を付けましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前９時 12歳の女子中学生 軽乗用車にはねられ重傷
「前をよく見ておらずボーっとしながら…」

軽乗用車運転の女性を逮捕
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２５／５／３１（土）
３１日午前９時１５分ごろ、兵庫県の路上で、１２歳の女子中学生が走行してきた軽乗用車にはねられ、病院へ搬送

されましたが、意識はあるということです。警察は軽乗用車を運転していた女性（２２）を過失運転傷害の疑いで
現行犯逮捕しました。警察は事故の詳しい状況を調べています。

午後９時半 故障で止まっていたダンプに乗用車が追突
乗用車の男性が死亡

◇停車する場合・・・『安全な場所』かの確認と、『ハザード』の点灯◇
◇停車中は、ハザードランプ点けて後続車に注意喚起◇

◇路肩に駐停車する場合は、ハザードランプを点灯させましょう◇
◇仮眠する場合は、必ず・・・駐車施設に入りましょう◇

２０２５／５／３０（金）
２９日午後９時半過ぎ、愛知県の国道上に止まっていたダンプに後ろから走ってきた乗用車が追突し、乗用車を

運転していた４０代くらいの男性が心肺停止の状態で病院に搬送されましたが、死亡が確認されました。ダンプを
運転していた男性（４７）にケガはありませんでした。当時ダンプは赤信号で停止した後、故障により発進できな
くなったため道路上で止まっていたということです。現場はゆるやかなカーブ。

クローラダンプの修理中
車体と荷台の間に挟まれ 54歳男性が死亡

◇油圧が抜けたら、荷台が下がります◇
◇絶対に荷台降下防止のロックバーをかけましょう◇

２０２５／５／３０（金）
２９日午後２時頃、静岡県の工事現場で、男性（５４）がクローラダンプの修理を行っていたところ、車体と荷台

の間に体を挟まれました。救急隊が現場へと駆けつけましたが、男性はその場で死亡が確認されています。


